
年度
当初予算

　都道府県観光予算アンケート ①北海道・東北

【当初　観光予算】

青森県

，，千円　（前年度比．％）

【当初　観光予算】

福島県

，，千円　（前年度比．％）

【当初　観光予算】

宮城県

，，千円　（前年度比．％）

【当初　観光予算】
北海道

，，千円　（前年度比．％）
年２月補正、繰越分を含む予算は，，千円（．％）

【当初　観光予算】

岩手県

，千円　（前年度比．％）

【当初　観光予算】

山形県

，千円　（前年度比．％）

【当初　観光予算】

秋田県

，，千円　（前年度比％）
観光関連産業消費喚起事業（秋田版ＧｏＴｏトラベル）による増
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（４）第３１３１号 第３種郵便物認可 ２０２２年（令和４年）６月２０日（月曜日）

【予算額上位】
①国際誘客対策事業費（韓国・台湾・中国・香港・タイ・豪州・欧米）（
，千円）　②中国航空路線定着促進事業費（，千円）　③「青
森の縄文遺跡群」誘客活用推進事業費（，千円）　④県立美術館
企画展示費（，千円）　⑤東北ＤＣ活用・域内連携誘客宣伝推進
事業費（，千円）
【分野別主要事業】
■日本人国内旅行誘客促進　〇「青森の縄文遺跡群」誘客活用推進事
業費（，千円）　〇青森型マイクロツーリズム推進事業費（，千
円）　〇東北ＤＣ活用・域内連携誘客宣伝推進事業費（，千円）
■インバウンド誘客促進　〇国際誘客対策事業費（韓国・台湾・中国・
香港・タイ・豪州・欧米（，千円）　〇中国航空路線定着促進事業
費（，千円）　〇済州・台湾友好交流推進事業費（，千円）
■観光資源発掘・磨き上げ、受け入れ態勢整備など　〇県立美術館企
画展示費（，千円）　〇滞在型観光コンテンツ創出推進事業費（
，千円）　〇県美の新たな魅力創出事業費（，千円）
■観光産業の振興・支援、人材育成、ＤＭＯ支援など　〇ＤＭＯ観光デジタ
ルマーケティング支援事業費（，千円）　〇コンテンツ話題力強化事業
費（，千円）　〇観光地域づくり人財育成事業費（，千円）

〇県内旅行誘客促進キャンペーン事業
年度月補正予算（，，千円）　実施期間：月～　県内・近
隣道県居住者を対象とした宿泊キャンペーンを実施。
○新たなＧｏＴｏトラベル事業
年度月補正予算（，，千円）　実施期間：未定　観光関連
産業の維持および観光需要の獲得を図るため、国の補助制度に呼応
した宿泊キャンペーン（宿泊割引、クーポン券付与）を実施する。

【予算額上位】
①ホープツーリズム推進事業（，千円）
②教育旅行復興事業（，千円）
③くろがね小屋建替整備事業（，千円）
④観光関連団体連携推進事業（，千円）
⑤福島インバウンド復興対策事業（，千円）
【分野別主要事業】
■日本人国内旅行誘客促進
〇ホープツーリズム推進事業（，千円）
〇教育旅行復興事業（，千円）
〇観光関連団体連携推進事業（，千円）
■インバウンド誘客促進
〇福島インバウンド復興対策事業（，千円）
〇海外風評払拭情報発信事業（，千円）
■観光資源発掘・磨き上げ、受け入れ態勢整備など
〇観光地域づくり総合推進事業（，千円）
〇ふくしま体験周遊受入体制整備事業（，千円）
〇文化財等を活用した誘客促進事業（，千円）
■観光産業の振興・支援、人材育成、ＤＭＯ支援など
〇ふくしまＤＭＯ推進プロジェクト事業（，千円）
〇浜通り観光再生事業（，千円）

福島県観光需要創出支援事業
年度月補正予算（，，千円）　実施期間＝未定
国の補助制度を活用し、全国から観光需要を取り込み、県内の観光産
業を支援する。県内外の在住者を対象に、宿泊・日帰り旅行代金の割
引、土産物店や飲食店等で利用できるクーポンの発行を実施する。

【予算額上位】
①唐桑半島ビジターセンター・津波体験館施設整備事業（，千円）
②観光地の空間的魅力創出事業（，千円）
③みやぎ観光デジタルプロモーション事業（，千円）
④観光誘客推進事業（，千円）
⑤域内誘客・周遊事業（，千円）
【分野別主要事業】
■日本人国内旅行誘客促進　〇観光誘客推進事業（，千円）　〇
域内誘客・周遊事業（，千円）
■インバウンド誘客促進　〇みやぎ観光デジタルプロモーション事
業（，千円）　〇外国人観光客誘致促進事業（，千円）　〇外
国人観光客受入環境整備促進事業（，千円）
■観光資源発掘・磨き上げ、受け入れ態勢整備など　〇観光地の空間
的魅力創出事業（，千円）　〇宮城オルレ推進事業（，千
円）　〇観光戦略推進事業（，千円）
■観光産業の振興・支援、人材育成、ＤＭＯ支援など　〇松島湾周遊
体験観光地整備事業（，千円）　〇教育旅行誘致促進事業（，
千円）　〇未来を担う観光人材レベルアップ支援事業（，千円）

宿泊・観光需要創出事業
年度月補正予算（，，千円）　実施期間＝未定
宮城県版のＧｏＴｏトラベル事業として、国庫補助制度を活用し、県
内外からの観光需要を取り込み、県内の観光産業を支援する。宿泊施
設利用時の宿泊代金割引、土産店や飲食店で利用できるクーポンの
発行を予定している。なお、月日までは、年度補正予算の繰越
により、年月に開始したみやぎ宿泊割「泊まって応援！宿泊割
引＆クーポン付きプラン」を継続して実施する。

【予算額上位】
①教育旅行支援事業費（，，千円）
②誘客促進・需要喚起による北海道観光再興事業費（，千円）
③地域の魅力を活かした観光地づくり推進事業費（，千円）
④広域観光周遊促進事業費（，千円）
⑤北海道観光誘致推進事業費（，千円）
【分野別主要事業】
■日本人国内旅行誘客促進
〇誘客促進・需要喚起による北海道観光再興事業費（国内分）（，
千円）　〇ポストコロナへ向けた安全・安心な観光の情報発信事業費（，
千円）　〇どさんこ旅サロンの運営・利用促進事業費（，千円）
■インバウンド誘客促進
〇誘客促進・需要喚起による北海道観光再興事業費（国際分）（，
千円）　〇アドベンチャートラベル推進事業（，千円）　〇ア
ドベンチャートラベル・トラベルワールドサミット開催推進費（，千円）
■観光資源発掘・磨き上げ、受け入れ態勢整備など
〇地域の魅力を活かした観光地づくり推進事業費（，千円）　
〇広域観光観光周遊促進事業費（，千円）　〇広域連携ＤＭＯ
としてのデジタルマーケティング事業費（，千円）
■観光産業の振興・支援、人材育成、ＤＭＯ支援など
〇観光人材確保・育成事業費（，千円）　〇ユニバーサルツーリズム推
進事業費（，千円）　〇住宅宿泊事業法関連事業費（，千円）

北海道ＧｏＴｏトラベル事業費
年度月補正予算（，，千円）　実施期間＝未定
国の補助制度を活用し、道内外の旅行客を対象とした旅行商品の割
引を支援。

【予算額上位】
①三陸観光地域づくり推進事業費（，千円）
②観光事業推進費負担金（，千円）
③いわての魅力まるごと発信強化事業費（，千円）
④いわてインバウンド推進事業費（，千円）
⑤いわての新しい観光推進体制構築費（，千円）
【分野別主要事業】
■日本人国内旅行誘客促進
〇観光事業推進費負担金（，千円）
〇いわて観光キャンペーン推進協議会負担金（，千円）
〇北東北三県観光立県推進協議会負担金（，千円）
■インバウンド誘客促進
〇いわてインバウンド推進事業費（，千円）
〇いわてインバウンド新時代戦略事業費（，千円）
■観光資源発掘・磨き上げ、受け入れ態勢整備など
〇三陸観光地域づくり推進事業費（，千円）
〇いわての新しい観光推進体制事業費（，千円）
■観光産業の振興・支援、人材育成、ＤＭＯ支援など
〇三陸観光地域づくり推進事業費（，千円）
〇いわての新しい観光推進体制事業費（，千円）

いわて旅応援プロジェクト推進費　年度補正予算（，，
千円）※年月以前の事業予算含む　実施期間＝第２弾：６月
日宿泊分まで、第３弾：未定　　第２弾：北海道・東北の居住者を
対象に県内旅行の旅行代金割引、土産物店等で利用可能なクーポン
券発行。　第３弾：県内外の居住者を対象に県内旅行の旅行代金割
引、土産物店等で利用可能なクーポン券発行。

【予算額上位】
①観光連携推進事業費（，千円）
②ポストコロナに向けた観光復活推進事業費（，千円）
③観光誘客総合推進事業費（，千円）
④観光情報番組放映事業費（，千円）
⑤観光キャンペーン推進事業費（，千円）
【分野別主要事業】
■日本人国内旅行誘客促進　〇観光誘客総合推進事業費（，千
円）　〇観光キャンペーン推進事業費（，千円）　〇さくらんぼ
を活用した誘客事業費（，千円）
■インバウンド誘客促進　〇広域連携推進事業費（，千円）　〇
重点市場のポストコロナに向けた誘客推進事業費（，千円）　〇
外航クルーズ船誘客事業費（，千円）
■観光資源発掘・磨き上げ、受け入れ態勢整備など　〇観光デジタル
マーケティング・プロモーション事業費（，千円）　〇「世界の蔵
王」プロジェクト推進事業費（，千円）　〇精神文化ツーリズム
推進事業費（，千円）
■観光産業の振興・支援、人材育成など　〇観光連携推進事業費（，
千円）　〇ポストコロナに向けた観光復活推進事業費（，千
円）　〇地域広域観光推進事業費（，千円）

観光誘客緊急対策事業費（県版ＧｏＴｏトラベルキャンペーン事業）
年度月補正予算（，，千円）　　実施期間＝未定
政府の補助制度を活用し、県内の宿泊施設への宿泊や日帰り旅行を
行う際の割引、旅行期間中に県内の観光立寄施設等で利用できるク
ーポンの発行を実施する。

【予算額上位】
①インバウンド回復に向けた誘客促進事業（，千円）
②観光エリア強化支援事業（，千円）
③秋田ならではのツーリズム推進事業（，千円）
④広域連携による戦略的プロモーション事業（，千円）
⑤秋田の観光創生推進会議事業（，千円）
【分野別主要事業】
■日本人国内旅行誘客促進　〇観光エリア強化支援事業（，千
円）　〇秋田ならではのツーリズム推進事業（，千円）　〇秋田
の魅力発見・発信事業（，千円）
■インバウンド誘客促進
〇インバウンド回復に向けた誘客促進事業（，千円）　〇広域連
携による戦略的プロモーション事業（，千円）　〇訪日外国人受
入態勢整備事業（，千円）
■観光資源発掘・磨き上げ、受け入れ態勢整備など　〇観光エリア強
化支援事業（，千円）　〇秋田の観光創生推進会議事業（，
千円）　〇デジタルデータを活用したターゲット分析・誘客促進事業
（，千円）
■観光産業の振興・支援、人材育成、ＤＭＯ支援など　〇観光連盟強
化支援事業（，千円）　〇観光連携団体共同事業（，千円）　
〇「東北絆まつり秋田」開催支援事業（，千円）

観光関連産業消費喚起事業（秋田版ＧｏＴｏトラベル）
年度当初予算（，，千円）　実施期間＝未定　国の補助制
度を活用し、県内外からの旅行者を対象に、県内を目的地とする旅行
商品や宿泊代金の割引を実施するとともに、土産物店、飲食店等で使
用できる地域限定クーポン券を発行し、県内の観光流動を促進する。

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
、

都
道
府
県
の
観
光
担
当
部
課
を
対
象
に
、
２
０
２
２
年
度
当

初
予
算
の
観
光
予
算
額
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

に
回
答
結
果
を
紹
介
す
る
。
前
年
度
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
が
影
響
す
る
中
で
の
予
算
編
成
と

な
っ
た
が
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
、
外
国
人
の
訪
日
旅
行
の
復
活
に
向
け
、
観
光
施
策
に

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
当
初
予
算
に
前
後
す
る
補
正
予
算
な
ど
を
合
わ
せ
、
今
後
実

施
予
定
の
観
光
需
要
喚
起
策
に
つ
い
て
も
聞
い
た
。

　

年
度
当
初
予
算
の
「
観
光

予
算
額
」
は
、
各
自
治
体
の
観

光
担
当
部
課
に
計
上
し
た
予
算

額
に
つ
い
て
回
答
を
求
め
た
結

果
。
国
の
補
助
金
な
ど
を
充
て

た
事
業
の
予
算
額
は
含
め
て
い

る
が
、
職
員
給
与
費
は
除
外
し

て
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。
調
査

票
は
５
月
上
旬
に
発
送
し
、
回

答
期
限
は
５
月

日
だ
が
、
一

部
自
治
体
か
ら
は
期
限
を
過
ぎ

て
回
答
を
回
収
し
た
。

　
観
光
予
算
は
自
治
体
に
よ
っ

て
、
観
光
担
当
部
課
に
計
上
す

る
事
業
の
性
格
に
違
い
が
あ
る

ほ
か
、
組
織
再
編
、
大
型
施
設

整
備
、
基
金
・
フ
ァ
ン
ド
創
設

な
ど
に
伴
う
増
減
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
、
都
道
府
県
間
の

比
較
、
前
年
度
と
の
比
較
な
ど

に
は
注
意
が
必
要
だ
。
当
初
予

算
を
補
正
予
算
と
一
体
で
編
成

す
る
場
合
も
あ
り
、
当
初
予
算

だ
け
で
予
算
規
模
の
大
小
を
把

握
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
自
治
体
別
の
各
表
の
う
ち

【
当
初
　
観
光
予
算
】
に
付
け

加
え
た
記
載
部
分
は
、
予
算
の

大
幅
な
増
減
な
ど
の
要
因
と
し

て
留
意
す
べ
き
事
項
の
欄
に
記

入
が
あ
っ
た
自
治
体
の
み
要
因

な
ど
を
掲
載
し
た
。

　【
予
算
額
上
位
】の
項
目
は
、

当
初
予
算
の
観
光
予
算
額
の
中

で
金
額
の
大
き
い
上
位
五
つ
の

事
業
に
つ
い
て
回
答
し
て
も
ら

っ
た
結
果
。

　
【
分
野
別
主
要
事
業
】
の
項

目
の
回
答
は
、
「
国
内
（
日
本

人
旅
行
、
都
道
府
県
民
旅
行
含

む
）
誘
客
促
進
に
関
す
る
主
要

事
業
」
▽
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
の
再
開

を
見
据
え
た
誘
客
促
進
に
関
す

る
主
要
事
業
」
▽
「
観
光
資
源

の
発
掘
・
磨
き
上
げ
、
受
け
入

れ
態
勢
整
備
、
観
光
地
域
づ
く

り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す

る
主
要
事
業
」
▽
「
観
光
産
業

の
振
興
・
支
援
、
人
材
育
成
、

観
光
団
体
・
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
支
援

に
関
す
る
主
要
事
業
」
―
の
４

分
野
に
分
け
て
、
主
な
事
業
を

聞
い
た
結
果
。

　
【
観
光
需
要
喚
起
策
】
の
欄

は
、
旅
行
・
宿
泊
費
の
割
引
補

助
な
ど
、
６
月
以
降
に
事
業
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
観
光
需

要
喚
起
策
に
つ
い
て
聞
い
た
結

果
。

年
度
当
初
予
算
、
あ
る

い
は
前
後
し
て
編
成
さ
れ
た


年
度
補
正
予
算
、

年
度
補
正

予
算
な
ど
を
含
め
、
予
定
し
て

い
る
施
策
の
概
要
を
記
入
し
て

も
ら
っ
た
。

　
国
費
を
活
用
し
た
県
民
割
事

業（
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
割
事
業
）、

都
道
府
県
版
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
事
業
な
ど
は
、
国
の
方
針

に
沿
っ
て
実
施
時
期
な
ど
が
左

右
さ
れ
る
。
概
要
や
実
施
時
期

な
ど
の
記
載
内
容
は
、
５
月
中

の
回
答
時
点
の
状
況
で
あ
る
こ

と
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
県
民
割
事
業
、
都
道

府
県
版
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

事
業
な
ど
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
繰
越
、
補
正
予
算
へ
の
計

上
、当
初
予
算
へ
の
計
上
な
ど
、

自
治
体
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
が

異
な
っ
て
お
り
、
当
初
予
算
の

前
年
度
比
の
増
減
、
都
道
府
県

間
の
予
算
規
模
の
比
較
な
ど
の

際
に
は
考
慮
が
必
要
だ
。


